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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、異常なフィードバック

がかかった幼弱な大脳皮質がどのような軸

索・樹状突起形成、髄鞘形成をするのか、

それは早期の薬物治療やリハビリテーショ

ンによって修正が可能か否か、を解明する

ことである。 
（１）脳性麻痺における連合・交連線維の形

成を解明する。正常脳の形成に関与する

分子の不足・過剰を測定する。 
（２）脳性麻痺後の痙縮に(対症療法として)

有効とされるバクロフェンを投与し、脳

内での神経線維連絡が改善するかを観

察する。 
脳性麻痺後、痙縮が始まる前にバクロフェン

を投与し、脳内での神経線維連絡が正常に近

い発達をするか観察する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）脳性麻痺ラットの作成と痙縮の測定、

バクロフェンの持続髄注療法とその効果

判定を行った。 

方法. 方法は研究実施計画書の通りである

。脳性麻痺ラットとしてHypoxia-ischemia 

modelを作成した。呼吸、哺乳能力の回復を

確認した後、通常環境下に生育させた。生

後4週目と6週目に脊髄カテーテルとそれに

連結した浸透圧ポンプを埋め込んだ。ラッ

トの運動能力、筋電図、高次機能を測定し

、正常群、脳性麻痺非治療群、早期治療群

、晩期治療群で比較を行った。 

結果. 脳性麻痺非治療群には痙縮が認めら

れ、筋電図異常が現れた。運動能力の低下

が認められた。バクロフェンで早期に治療

を行った郡では筋電図異常は認められたが

痙縮は弱く、運動能力は徐々に改善した。

晩期治療群では運動能力の獲得が悪かった

。高次機能はバクロフェンによる改善は認

められなかった。高次機能と脳の組織学的

検討は現在進行中である。 

（２） 脳性麻痺、脳挫傷、脊髄損傷による

痙縮例において、歩行・歩容、運動能力を

GMFMと誘発筋電図で測定した。脳性麻痺1

例、脊髄損傷１例で外科治療を行った。脛

骨神経刺激による腓腹筋の誘発筋電図では

患側のM wave、H reflexとも低下しており

、H/M比が上昇する典型的な痙縮ではなかっ

た。ただし術後には症状改善が得られてい

る。この病態について現在検討中である。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進行している。 
（理由） 

動物実験モデルが完成し、量産体制にある。
行動解析、病理学的解析が進行している。以
上により当初の予定通り進行していると判
断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
脳性麻痺ラットモデル（Hypoxia-ischemia 

model）を用いて、高次機能を測定し、正常

群、脳性麻痺非治療群、バクロフェンによ

る早期治療群、晩期治療群で比較を行う。 
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バクロフェンで早期に治療を行った群での

高次機能改善有無をさらに検討し、脳の病

理組織学的検討を脳梁の厚さ、前交連の厚

さの測定で検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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